
【受付番号：          】 

第３号様式【非公開】    （記載例） 

  年  月  日 

地域緑のまちづくり 二次提案  「二次提案申込書」 

横浜市長 

 本事業の二次選考に、関係書類を添えて申し込みます。 

（注意） 

 １ 「二次提案申込書」に「二次提案書」「説明状況報告書」「二次提案計画づくりに伴う会議録」を

添付し、提出してください。 

 ２ 提案書は、原則市民に公開されますので、個人情報は記入しないでください。    （Ａ４） 

提案計画名 みどりアップ地区 緑化計画 

申込団体名 花と緑のまちづくり会 

代表者名 
フリガナ ヨコハマ ハナコ 

横浜 花子 

担当者の 

連絡先 

フリガナ ヨコハマ ハナコ 住所：〒▲▲▲―△△△△ 

横浜市中区◎◎ 氏名：横浜 花子 

電話：▲▲▲―△△△△ ＦＡＸ：▲▲▲―△△△△ 

Ｅ-mail：           @ 

団体条件に

合う構成員 

 

（団体構成

員を５人以

上記入して

くださ

い。） 

氏 名 役割 他の所属団体 実施場所との関係 

１：横浜 花子 委員長 ○○公園愛護会  

在住者・在勤者・在学者・所有者 

２：港北 ミズキー 副委員長 ◎◎自治会  

在住者・在勤者・在学者・所有者 

３：緑谷 ミドリン 会計 ○○公園愛護会  

在住者・在勤者・在学者・所有者 

４：青葉 なしか 監事 ◎◎自治会  

在住者・在勤者・在学者・所有者 

５：南田 みなっち  ○○公園愛護会  

在住者・在勤者・在学者・所有者 

 
６：戸塚 うなしー  ○○公園愛護会  

在住者・在勤者・在学者・所有者 

 
７：磯子 いそっぴ  ▲▽自治会  

在住者・在勤者・在学者・所有者 

 
８：泉野 いっずん  ▲▽自治会  

在住者・在勤者・在学者・所有者 

 
９：旭川 あさひ    

在住者・在勤者・在学者・所有者 

 
10：神奈川 かめ太郎    

在住者・在勤者・在学者・所有者 

確認事項 
■記載内容は真実であり、虚偽はありません。 

■「提案書」に記載した内容を公開することに同意します。 

「応募申込書」「提案書類」は、返却しませんので、必ず写しを取

っておいてください。 
 

「提案計画名」「応募団体

名」は、一次提案応募と同

じにしてください。 

二次提案時の応募条件に合

った団体構成員を５名以上

ご記入ください。 
なお、人数に代表者、担当者

を含めて構いません。 
また、５名以上の団体構成

員がいれば応募できます。 
 

内容を確認できましたら、チェックを

して提出してください。 
 

第３号様式については、１ペー

ジに収めてください。 

代表者と担当者は以下の 10 名の構成員の中から選出してください。 



【受付番号：          】 

第４‐１号様式【公開】 地域緑のまちづくり 二次提案  「提案書」 

提案計画名 みどりアップ地区 緑化計画 

申込団体名 花と緑のまちづくり会 

 

 

提案のきっかけ 

背景 

 

 

 

○○町○○丁目は約30年前に開発、分譲された住宅地一帯である。新しい居住

者も入りつつあるものの、最近、空き家が増え始め、居住者の高齢化も進んで

いることから、以前に比べて地域活動も少なくなり、まち全体に活気が失われ

つつあります。そこで、地域内に植物や花に興味のある人が多いことから、緑

化によるまちの美化に取り組み、まちの雰囲気を少しずつ良くして、居住者同

士の交流を生み、活気を取り戻していこうと考え、応募に至りました。 

計画の目標と 

その目標達成の 

ための方法 

（提案計画全体の

目標像を掲げ、目

指すべき方向性や

達成したい目標に

ついて、具体的な

方法と結びつけ

て、簡潔に記入し

てください。) 

《提案計画の目標》 

みどりも笑顔もあふれる活気あるまちづくり 

 

＜具体的な目標＞ 

① 緑化によるまちの美化 

雑草地や拠点となる空き地などを、無機質だった景観から緑の空間に生ま

れ変わらせ、まちの美化や地域の生き物も住める場所が増えます。 

 

② 世代を超えた交流 

拠点となる空き地での定期的な活動や講習会の開催を通じて、地域のファミ

リー層と高齢者等、これまであまり接点がなかった世代間のつながりを作っ

ていきます。若い世代の地域への愛着や、高齢者の見守り効果にも期待でき

ます。 

③ 新たな担い手の育成 

地域住民へ活動の周知や講習会の参加を働きかけ、これからの地域活動を

担う人材の確保や育成に取り組みます。自宅でも植物を育てる人が増え、

地域に住む子供たちの環境教育にもつながります。 

 

組織づくり 

（本事業を実施する

ために、どのような

組織づくりを考えて

いますか、簡潔に記

載してください。） 

・自治会や管理組合の下部組織として位置付け、地域ぐるみで活動ができる体制

をとります。 

・地区ごとに活動を行う小さい単位（５人程度）で班（５班程度）を作り、それ

ぞれ班長を中心に活動を行い、班長と班長をまとめる会長で団体を運営してい

き、持続可能な組織体制とします。 

・整備、事務、広報などを役割分担することで、負担を分散するとともに、定

例会（月１回）で活動を共有し、円滑に事業を実施できる体制とします。 

【この「提案書」は、公開されることを留意して記入してください。】（Ａ４） 

「応募申込書」と同じ名称

としてください 

「提案書」は、項目ごとに、決まった枠内

に収まるように記入し、フォントサイズは 

11pt 以上としてください。 

第４－１号様式は、１ページに収めてください。 

誰が計画内容を具体化し、実行に移すのか、またその事務

処理を行うのか、どのような人数体制になるのかなどを

できるだけ具体的に記載してください。 



【受付番号：          】 

第４-２号様式【公開】 地域緑のまちづくり 二次提案  「提案書」 

計画期間中の緑化

整備及び活動内容 

（助成内容の項目

ごとに、できるだ

け具体的に箇条書

きで記入してくだ

さい。） 

１年度目(令和 8 年度) 

○民有地緑化 

・放置された草地の緑化（M 邸、○○町内会館、A マンション雑草地）３か

所 低木の植栽、花壇整備 

・道路沿いの個人宅の緑化 ４件（S 邸、D 企業、Y 店、K 邸） 

プランター設置 

 

○地域緑化活動 

・定期的な地域の緑化維持管理活動（月○回実施） 

・地域へ会の活動を周知するための広報活動（広報誌の発行 年○回） 

・民有地緑化で植えた樹木の管理方法を学ぶための講習会の開催（年○回開

催） 

・活動のための団体の作業用エプロンの作成 

２年度目(令和 9年度) 

○民有地緑化 

・拠点となる空き地の緑化整備  

 

○地域緑化活動 

・定期的な地域の緑化維持管理活動（月○回実施） 

・地域へ会の活動を周知するための広報活動（広報誌の発行 年○回） 

 

 

〇緑化プロモーション 

緑化啓発のための地域にある植物を学ぶイベント（どんぐりの工作教室、花の

名前当てクイズ）の開催 

３年度目(令和 10年度) 

○民有地緑化 

・道路沿いの個人宅の緑化 ５か所（候補地：P 邸ほか４か所） 

・町内会館敷地の緑化整備 

 

○地域緑化活動 

・定期的な地域の緑化維持管理活動（月○回実施） 

・地域へ会の活動を周知するための広報活動（広報誌の発行 年○回） 

・計画期間終了後の取組を検討するための、検討会の実施 

 

〇緑化プロモーション 

・団体の活動の周知のためハンギングバスケットの設置 

【この「提案書」は、公開されることを留意して記入してください。】  （Ａ４） 

 

どのような緑化や活動を計画してい

るか、「助成内容」７、８ページの内

容をよく確認して、＜民有地緑化＞

＜地域緑化活動＞＜緑化プロモーシ

ョン＞に分けて記載してください。 
また、民有地緑化を行う場所につい

ても、第４－４号様式等を活用しな

がら、できるだけ具体的に記載して

ください。 
 

第４－２号様式については、各年度で枠の大きさは変え

て構いませんが、１ページに収めてください。 

この様式は公開されるた

め、個人情報は記載しない

でください。 



【受付番号：          】 

第４‐３号様式【公開】 地域緑のまちづくり 二次提案  「提案書」 

【この「提案書」は、公開されることを留意して記入してください。】    （Ａ４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画期間終了後の

活動について 

（計画期間終了後

も地域の緑化や緑

の活動が継続でき

る仕組みづくり

や、地域への広が

りについて、簡潔

に記載してくださ

い。） 

 

・継続して緑を増やせるように、よこはま緑の推進団体へ登録し、花苗の提供等

の支援を受け、活動を行います。 

・空き地への苗床の作成や協力者の敷地へ雨水タンクを設置することで（設置に

ついて同意済）、継続的に維持管理活動ができる仕組みを構築します。 

・活動期間終了後は、活動期間中の講習会で得た知識を地域に還元するように、

手入れが難しくなった個人宅の庭を会場に、自主的に講習会を開催し、担い手育

成を行います。 

・活動期間中に学んだ維持管理方法をマニュアル化し、地域へ展開することで、

持続性のある緑を支援します。 

 

 

 

 

 

資金計画 

（自己負担が発生す

る場合の資金の捻出

方法や計画期間終了

後の活動資金等につ

いて、簡潔に記載し

てください。） 

・緑化整備での整備費の自己負担分については、原則、整備場所の所有者の負担

で実施します。（所有者、地域へは、説明・同意済み） 

・活動期間中から、活動資金として、○円/年程度の寄付金や協賛金を募ります。 

・資金のかからない活動を目指し、地域で増やせる宿根草や花苗の育成に力をい

れ育てていきます。 

・会費○円/年を設定し、協定終了後の活動費として積み立てを行います。 

 

 

 

創意工夫 

（提案における、

地域ならではの工

夫した点等を記入

してください。） 

 

・地域の特徴である道幅が狭く、坂道が多いことを利用した、擁壁の足元の小ス

ペースでの緑化手法は、目線にある緑の量が増える計画としました。 

・地域へのアンケートを実施し、ニーズを把握して、計画に反映しています。 

・苗床を作成することで、協定終了後の維持管理活動を継続的に行える体制を構

築しています。 

活動中・計画期間終了後の資金計画について、実現可能であることを数値等で示しながら、できるだけ具体的に記載してください。 



【受付番号：          】 

第４-４号様式【公開】 

【この「提案書」は、公開されることを留意して記入してください。】 

【この「提案書」は、公開されることを留意して記入してください。】 

（Ａ３） 

 

緑化計画図（緑化整備や緑化活動の内容などを図面やイメージパース、写真等で作成してください。なお、計画対象範囲図は、横浜市が作成します。） 

 

みどりアップ地区 緑化計画 
① 雑草地への緑化 

 
・M 邸玄関付近には常緑の低木を植栽（５本程度） 
・〇〇町内会館入口付近にはツル性植物の植栽（３０株程度） 
・A マンションの道路沿い斜面地は花壇を整備（幅３ｍ×２ｍ程度） 
 

 

現地写真 
緑化イメージ 

   (１) 

緑化イメージ 

   (2) 
地図 

② 道路沿いの個人宅への緑化 

 
 
 
・P 邸ほか４か所の塀に一年草のプランターを設置 
（プランター１基あたり５株程度） 

④ 町内会館敷地への緑化 

 
・植え込み内に擬木の花壇枠を設置し、多年草植物を中

心とした花壇を整備（幅３ｍ×１ｍ程度） 
・入口付近にサクラを植樹（高さ２．５m、１本） 
・潅水装置の確保のため、〇〇町内会館敷地内に雨水タ

ンクを設置（合計２基程度） 
 

 

③ 空地への緑化 

 
 
 
 
・地域の憩いの場となる、ユリを中心とした花壇を整備 
（幅５ｍ×２ｍ程度） 

・継続的な維持管理のために苗床を設置予定 
 

①  

現地写真 緑化イメージ 

緑化イメージ 現地写真 

④ 

③ 

①  

①  

現地写真 緑化イメージ 

② 

第４－４号様式については、１ページに収めてくだ

さい。 

計画対象範囲（道路区

域線等）を明確に赤枠

で囲ってください。 

緑化のイメージはどんな緑化にした

いか分かるようにしてください。 
（図面、イメージパース、写真など） 

ここでは、第４－１号様式に記入した「計画の目標」や、第４－３号様式に記載した「計画の内

容」を図面、イメージパース、写真等を活用して、分かりやすく作成してください。 
特に、以下の緑化の具体的な内容を示してください。 
・緑化場所 

・緑化の規模（目標とする概数） 

・植栽方法 

・植物の種類 

作成方法（図面ソフト、イラスト、写真、手書き等）で、評価に影響はありませんが、計画内容が

分かりやすく伝わることが重要です。 
ホームページから先行事例の緑化計画書も見ることができますので、参考にしてください。（※緑

化計画書内の緑化計画図を参照） 
なお、計画の対象範囲については、横浜市が団体と調整して作成します。 
 



【受付番号：          】 
 

第４－５号様式 概算事業費（抜粋） 

 

 

 

 

・概算事業費については、二次提案計画づくり支援の中で、アドバイザーの支

援を受けて算出することができます。計画段階から、見込んでおいた方がよ

い費用がある場合もありますので、アドバイザーの支援を受けて作成するこ

とをお勧めします。 
・概算事業費の正確さや金額の大小で、審査の評価は変わりませんが、計画内

容に照らして、明らかに不必要または不適切と思われるような事業費は、評

価にも影響しますので、十分考慮して作成してください。 
 
 作成する際は、注意事項をよく読んでください。 

記入する金額は全て税込み額です。 



【受付番号：          】 

第５号様式【非公開】 

地域緑のまちづくり 二次提案  「説明状況報告書」 

提案計画名 みどりアップ地区 緑化計画 

申込団体名 花と緑のまちづくり会 

回数・日時 

 

説明１回目・令和７年８月○日 

 

協議・説明の 

相手方 

（該当するものに

チェックし、具体

的に記入） 

（■所有者 □公共施設管理者 □周辺住民 □その他） 

・緑化整備候補地の○○さん 

協議・説明内容 

 

 

・地域緑のまちづくりと事業という制度に、花と緑によるまちの美化や活性

化を目的として、〇〇自治会を母体とした団体で応募している。 

・〇〇さんが所有する敷地内にプランターを置き、季節の花が楽しめるよう

にしたい。 

・プランターの所有者は団体となるが、水やりなどの日常管理を〇〇さんに

もお願いしたい。 

協議・説明の相手

方の意見 

 

 

・地域の緑が減っていることには、昔から気になっていた。喜んで緑化 

整備や活動に賛成する。今後、活動にも参加したいので、会員になりたい。 

・知り合いにも声をかけてみる。 

・プランターによる緑化は、水やりや管理が大変なので、できればスペース

は少ないが、花壇による緑化として欲しい。 

意見に対する対応 

（相手方の意見を

踏まえて、計画を

見直した場合はそ

の内容を記入して

ください。） 

・最初の提案時から緑化手法を変更し、花壇による整備とした。 

☑上記について、協議・説明の内容に問題がないことを確認しました。 

確認日：令和〇年〇月〇日  説明者：〇〇 〇〇 説明の相手方：○○ ○○ 

（注意） 

 １ 協議・説明対象者が複数いる場合は、対象者ごとに作成してください。また協議を複数回実施し 

た場合は、協議した日時ごとに作成してください。 

 ２ 協定締結後、緑化整備費の助成金申請をする際には、土地や建物の所有者の同意を書面で得る必

要があります。 相手方ごと、協議した日時ごとに作成

してください。 
 

協議・説明の相手方に内容を確認して頂き、□にチェック、確認日・説明者等を入力した上、提出してくださ

 



【受付番号：          】 

第５号様式【非公開】 

地域緑のまちづくり 二次提案  「説明状況報告書」 

提案計画名 みどりアップ地区 緑化計画 

申込団体名 花と緑のまちづくり会 

回数・日時 

 

説明１回目・令和７年８月○日 

 

協議・説明の 

相手方 

（該当するものに

チェックし、具体

的に記入） 

（□所有者 ■公共施設管理者 □周辺住民 □その他） 

・〇〇土木事務所の管理係○○さん 

協議・説明内容 

 

 

・地域緑のまちづくりと事業という制度に、花と緑によるまちの美化や活性

化を目的として、〇〇自治会を母体とした団体で応募している。 

・まちに緑化できる場所を探したところ、〇〇土木事務所の管理する〇〇に、

季節ごとの花が楽しめるような植物を植えて花壇として整備したい。 

・花壇は団体の財産となり、整備費用は助成金と自己資金で賄う。 

・何か必要な手続きなどはあるのか。 

協議・説明の相手

方の意見 

 

 

・計画についてはおおむね理解した。 

・土木事務所として該当箇所は雑草対策等、維持管理に困っている場所であ

るので緑化をしてもらうことは、賛成である。 

・許認可等の手続きについては書面で、申請をしてもらう必要がある。 

・花壇について、視認性の観点から、背が高くなる植物はなるべく植えない

ようにして欲しい。 

・後日現場を立ち合い、確認をさせて欲しい。 

意見に対する対応 

（相手方の意見を

踏まえて、計画を

見直した場合はそ

の内容を記入して

ください。） 

・花壇に植える植物は高さ約 50cm 程度のものを目安に考える。 

☑上記について、協議・説明対象者に内容の問題がないことを確認しました。 

確認日：令和〇年〇月〇日 説明者：〇〇 〇〇 説明の相手方：〇〇 〇〇 

（注意） 

 １ 協議・説明対象者が複数いる場合は、対象者ごとに作成してください。また協議を複数回実施し 

た場合は、協議した日時ごとに作成してください。 

 ２ 協定締結後、緑化整備費の助成金申請をする際には、土地や建物の所有者の同意を書面で得る必

要があります。 

（Ａ４） 
相手方ごと、協議した日時ごとに作成

してください。 

協議・説明の相手方に内容を確認して頂き、□にチェック、確認日・説明者等を入力した上、提出してください。 
 

公開空地の条件の確認なども記録として残す

ようにしてください。 



【受付番号：          】 

第６号様式【非公開】 

地域緑のまちづくり 二次提案  「二次提案計画づくりに伴う会議録」 

提案計画名 みどりアップ地区 緑化計画 

申込団体名 花と緑のまちづくり会 

日時・場所 
日時：令和 7 年８月○日（○） １０時００分から１２時００分 

場所：○○町内会館 

参加者名・人数 

（氏名を記入） 

氏名： 

 

 

人数：計  名 

会議の内容 

 

（どのようなこと

を話し合ったか、

簡潔に、議事録を

作成してくださ

い。） 

 

＜会議の議題＞ 

・一次提案書からの課題の検討 

・今後の進め方について 

＜内容・意見等＞ 

・一次提案では、組織づくりで課題があるとの講評があったので、どういっ

た組織にしていくか、今後話し合いが必要だと思った。先行して実施してい

る地区を見学に行くのはどうか。 

・８月下旬までに、計画の概要を決めたいので、次回までに、それぞれが緑

化候補地と、どのような活動がしたいか、意見をまとめておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補足・備考 

・緑化候補地の○○さんから連絡があって、是非話を聞きたいとのこと。来

週、委員長が説明に行く予定。 

 

（注意） 

 １ 二次提案計画づくりに伴う会議を行ったときに、毎回、議事録として作成してください。 

 ２ 第５号様式の説明状況報告書に記載したものについては、作成の必要はありません。 

（Ａ４） 

会議に参加した方の氏名、合計人数を

記載してください。 
 

毎回、議事録を作成してください。 
 


